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（大学名：東京工業大学）（申請区分：タイプ A） 
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様式３ 

２．ガバナンス改革関連 （２） ガバナンス 

④意思決定機関等への外国人の参画【１ページ以内】 

【これまでの取組】 

本学は、前述のとおり、学長主導の戦略的マネジメント体制として、平成16年度の法人化と同時

に、教員と事務職員が協働した学長直属の企画立案組織を設けている。このうち、国際室について

は、国際連携、国際教育（留学生及び日本人学生）に関わる戦略の策定及び推進、国際水準の教育

研究環境の整備並びに国際連携、国際教育に係る諸問題に対処することにより、世界最高の理工系

総合大学の実現に資することを目的として設置されたものである。ここには、3名の外国人教員が

国際企画員として任命されており、本学の国際交流にかかる調査・広報及び国際連携・交流協定に

かかる戦略、留学生受入・派遣等海外大学等との学生交流等の国際教育にかかる戦略、宿舎や各種

事務文書等の英文化支援・整備等の外国人教員・研究員・学生に対する生活支援にかかる戦略、そ

して海外拠点の運営の企画や審議決定に直接携わっている。 
また、教育改革推進本部の下に、大学間交流協定締結の戦略的推進や外国人教員・留学生の受入

拡大などによる国際化の推進等にかかる国際展開部会を設けており、ここにも外国人教員を数名任

命して、将来に向けた構想についての意思決定に参画させている。 

【本構想における取組】 

 本学では従来、国際連携や国際教育、研究活動の推進に関するマネジメント組織に外国人を参画

させ、国際的な見地を確保してきた。本構想では、これをさらに推し進め、教育・研究・国際連携・

大学運営にわたる大学のビジョンの実現に外国人を参画させ、世界的な知と人材の環流に繋げてい

く。 
 具体的には、新たに国際アドバイザリーボードを設置し、単に学生や教職員の交流だけでなく、

教員評価や大学運営、将来構想に至るまで幅広い分野について国際的視点からの意見を聞いて、学

長の意思決定に速やかに反映しうる体制を構築する。 

 また、大学経営に関する意思決定に国際的視点からの意見を取り入れるため、経営協議会に外国

人の構成員を加える国際アドバイザリーボード等を活用し、意見を聴取する。 
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